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Abstract 
This study aims to clarify the effects of subtitles on second language (L2) vocabulary 
acquisition by reviewing major previous studies and interpreting their findings through 
the Cognitive Theory of Multimedia Learning (CTML). The analysis revealed that L2 
subtitles and bilingual subtitles consistently enhance vocabulary learning, while the 
effects of L1 subtitles and keyword subtitles vary depending on learners’ proficiency 
levels, video difficulty, and instructional conditions. From the perspective of CTML, L2 
subtitles facilitate the integration of auditory and visual information, thereby 
supporting vocabulary retention and enhancing dual-channel processing efficiency. In 
contrast, L1 subtitles tend to increase cognitive load due to the simultaneous processing 
of different linguistic information. Bilingual subtitles help comprehension, while they 
may divert attention from word forms. Keyword subtitles have the advantage of 
focusing learners’ attention on key information, but their effects remain inconsistent, 
indicating the need to identify optimal presentation conditions. Overall, this study 
highlights the applicability of CTML as a theoretical framework for explaining how 
learners process multimodal input in subtitled viewing. Future studies should extend 
the investigation from intermediate learners to both beginners and advanced learners. 
Furthermore, cross-linguistic comparative studies are essential to deepen our 
understanding of how vocabulary is acquired through multimedia learning, particularly 
those examining bilingual and keyword subtitles in languages other than English, such 
as Japanese. 
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1. はじめに 

外国語学習において語彙習得は不可欠であるが，その手段は辞書や参考書といった静的メデ

ィアから，映像や音声などの動的メディアへと拡大している。中でも，映像に付随する「字幕」は，効

果的な語彙習得を促進する手段として注目されている。このような映像を用いた学習では，映像・

音声・字幕など複数の情報が同時に提示されることが多く，学習者がそれらをどのように処理する

かを理論的に説明する枠組みが必要となる。そこで「マルチメディア・ラーニングにおける情報処理

モデル（CTML: Cognitive theory of multimedia learning1））」が理論支持として用いられる。

このモデルは，学習者が視覚チャンネルと聴覚チャンネルを通して情報を選択，体系化，統合する

プロセスを明らかにする。 
字幕研究では，主にL1字幕とL2字幕の効果が検討されてきた。しかし近年，これらに加え，L1

と L2 字幕を同時に表示するバイリンガル字幕や，重要な語彙のみを提示するキーワード字幕に関

する研究も増えつつある。CTML の観点からは，これらの新たな字幕タイプは，情報提示と認知処

理が従来の字幕と異なるため，研究成果を整理する必要性が高まっている。 
そこで本研究では，CTML を踏まえ，字幕を用いた第二言語語彙習得研究を整理，分析するこ

とを目的とする。L1 字幕，L2 字幕，バイリンガル字幕，キーワード字幕に関する主な先行研究をレ

ビューし，その成果や傾向を明らかにすることで，今後の字幕研究や外国語教育における語彙習

得研究に示唆を与えることを目指す。 
 
2. 先行研究 
2.1 マルチメディア・ラーニングにおける情報処理モデル（CTML） 
2.1.1 CTML の概要と仮説 

映像を用いた言語学習研究において，CTML は，理論支持としてよく用いられている（e.g., 長

濱,2018）。このモデルは，Mayer が提唱したもので，CTML は，情報提示する際に言語的情報

（聴覚的テキストや視覚的テキスト 2）など）と画像的情報（イラストやビデオなど）を処理する 2 つの

チャンネルを提案している（図 1）。この 2 つのチャンネルはそれぞれ独立しており，情報を同時に

提示することで相互補完でき，片方の情報のみ提示するより記憶に残りやすいとしている（Mayer, 
2021）。 

 
 
 
 
 
 

日本語版は長濱（2018）が Mayer（2021）を参考に作成 
図 1 CTML: Cognitive theory of multimedia learning 
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CTML は以下の 3 つの仮説に基づいて提唱された（Mayer, 2021）。まず，二重チャンネル仮

説（Dual-channel assumption）は，人間の情報処理において，音声情報（話し言葉やナレーショ

ンなど）を処理する「聴覚チャンネル」と，視覚情報（写真やビデオなど）を処理する「視覚チャンネ

ル」という，2 つの独立した情報処理チャンネルが存在するという仮説である。次に，容量制限仮説

（Limited capacity assumption）によれば，各チャンネルで一度に処理できる情報量に限りがあ

る。情報処理はワーキングメモリで行われ，その容量に制限があるため（Cowan, 2001），情報の保

持と処理の際に認知負荷が起こる（Sweller, 1988）。最後に，能動的処理仮説（Active 
processing assumption）によれば，入力された情報を「学習」するため，学習者が特定の認知プ

ロセスを能動的に行う必要がある。マルチメディアによる提示された情報の中から必要な言葉や画

像に注意を向けて「選択」する。選択した情報を関連づけながら「体系化」し，一貫性のある言語的

モデルまたは図的モデルへと整理する。最後に，体系化された新しい情報を，長期記憶から活性

化された既存知識と「統合」する。 
 

2.1.2 字幕に関する CTML とその適用上の課題 
Mayer が CTML に基づいて提案したマルチメディア教材を作成するための原則のうち，モダリ

ティの原則（画像＋音声 > 画像＋字幕）と冗長性の原則（画像＋音声 > 画像＋音声＋字幕）が

特に重要である（Mayer, 2021）。この 2 つの原則によれば，字幕は言語学習にプラス効果を持た

ず，特に L1 字幕は冗長な情報として悪影響が確認されている（Mayer, 2021）。 
しかし，これらの原則は第一言語でのマルチメディア学習を想定したもので，音声処理に困難を

伴う第二言語習得においては，当てはまらない場合が多い。第二言語学習者は字幕を視覚的補

助として依存する傾向が高いためである（Lee et al., 2025）。 
実際，実証研究ではこれらの原則に反する結果が多数報告され，字幕が学習を妨げないどころ

か，L2 字幕は学習効果を高めるとする「字幕の原則」が提唱されている（Mayer et al., 2020）。

Lee and Mayer (2018) と Lee et al.（2025）はそれを支持する実証結果を示している。 
 

表 1  モダリティの原則と冗長性の原則への反論 
論文 Lee and Mayer（2018) Lee et al.（2025） 
参加者 韓国語を母語とする大学生（英語学習者）

374名 
韓国語を母語とする大学生（英語学習者）

25名 
実験内容 3 群に分け，16 分間の英語ドキュメンタリー

を以下の条件で視聴： 
・字幕なし（映像＋音声） 
・音声なし（映像＋字幕） 
・字幕・音声あり（映像＋音声＋字幕） 

脳波測定とアンケートを用い，以下の字幕

条件を比較： 
・L1字幕（韓国語） 
・L2字幕（英語） 
・理解できないアラビア語字幕（統制条件） 

関 連 す る

CTML原則 
モダリティの原則 
冗長性の原則 

冗長性の原則 

主な結果 ・モダリティの原則に反し： 
音声なし（映像＋字幕）> 他の 2群 
・冗長性の原則に反し： 
字幕・音声あり（映像＋音声＋字幕）> 字幕

冗長性の原則に反し： 
L1字幕が認知負荷を軽減した。 
L2字幕も認知負荷を有意に増加させない
（アンケートにより主観的には軽減）。 
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なし（映像＋音声） 
 
この 2 つの研究は，字幕つき映像を用いた外国語学習において，CTML のモダリティの原則と

冗長性の原則が当てはまらないことを示唆している。理由として，第二言語音声の認識困難により，

学習者は内容確認のため字幕に依存する傾向がある（Lee & Mayer, 2018）。音声は一時的に消

えるが，字幕は再確認が可能である。また，字幕は音声と異なり，アクセントや音質の影響を受けに

くく，安定した言語情報を提供する（Chen, 2025）。 
特に Lee et al.（2025）は冗長性原則の予想に反し，L1 字幕が認知負荷を軽減することを脳波

測定とアンケートの両面から実証した。L2 字幕も認知負荷を有意に増加させず，学習者は主観的

に負荷の軽減を感じていた。 
 

2.2 字幕タイプ別の語彙習得効果に関する実証研究 
2.2.1 L1 字幕 

L1 字幕は L2 字幕ほど広く研究されておらず，その効果についても一貫した結果が得られてい

ない。表 2 は L2 字幕と比較し，異なる母語話者を対象とした実証研究の概要を示したものである。 
 

表 2  L1 字幕による語彙習得効果の比較 
論文 参加者 実験内容 主な結果 

Peters et al.
（2016）実験 1 

オランダ人中級英語学習

者 
L1字幕 vs L2字幕 形態認識：× 

意味想起：△ 
Peters et al.
（2016）実験 2 

オランダ人初中級英語学

習者 
L1字幕 vs L2字幕 形態想起：× 

形態認識：△ 
Baranowska
（2020） 

ポーランド語を母語とする

中級英語学習者 63名 
L1字幕 vs L2字幕 vs 字幕なし 語彙習得：× 

内容理解：〇 
認知負荷：〇 

Chen（2025） 中国人英語学習者（中学

生 79名，高校生 47名）  
L1字幕 vs L2字幕 vs英中バイリ
ンガル vs字幕なし 

即時語彙テスト： 
中学生：〇 
高校生：〇 
遅延語彙テスト： 
中学生：× 
高校生：〇 

Dizon and 
Thanyawatpoki
n （2021） 

日本人初級英語学習者

96名 
L1字幕 vs L2字幕 vs英日バイリ
ンガル 

語彙習得：〇 
内容理解：〇 

*〇：効果あり，△：限定的効果，×：効果なし 3） 

 
以上の研究から，L1 字幕が語彙習得と内容理解への効果に一貫性が見られず，特定の条件

下では L2 字幕に劣らない，あるいはそれを上回る場合があることが明らかになった。語彙の形態

認識や意味想起において，L2 字幕が目標語彙の形を直接提示するため優位である傾向が確認

された（Peters et al., 2016）。 
これに対し，内容理解と認知負荷の軽減においては，L1字幕が効果的であることが複数の研究

で実証されている（e.g., Baranowska, 2020）。特に，学習者の習熟度が低い場合や教材の難易
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度が高い場合（Chen, 2025）には，L1 字幕による意味理解の補助効果が顕著に認められ，認知

負荷を軽減しながら音声と意味の結びつけを促進することが示されている。 
したがって，L1 字幕の効果を一概に否定するのではなく，学習者の習熟度と教材の難易度に

応じて，語彙の形態習得には L2 字幕が，内容理解と負荷軽減には L1 字幕がそれぞれ有効であ

るという使い分けが示唆される。 
 

2.2.2 L2 字幕 
L2 字幕の語彙習得効果は，母語や実験条件の異なる多数の研究で実証されている。表 3 に，

各条件下での実証研究の概要を示す。 
 

表 3  L2 字幕による語彙習得効果の比較 
論文 参加者 実験内容 主な結果 

Bostanci（2022） ウルドゥー語を母語とする

英語学習者 30名 
L2字幕vs字幕な
し 

〇 
 

Aziz et al.（2024） インドネシア語を母語とす

る英語中級学習者 60名 
L2字幕 vs L1字
幕 

語彙レベル（2000-9000）：〇 
語彙レベル（2000-5000）：△ 
語彙レベル（6000-9000）：〇 
字幕での出現回数（5~10回）：〇 
字幕での出現回数（11 回以上）：
△ 

Peters（2019） オランダ語を母語とする中

級英語学習者 142名 
L2字幕 vs L1字
幕 vs 字幕なし 

〇 

Kord et al.（2022） イラン人中級英語学習者
80名 

L2 字幕 vs 字幕
なし 

〇 

Aydin Yildiz
（2017） 

トルコ語を母語とする中級

英語学習者 60名 
L2字幕vs字幕な
し 

〇 

 
表 3 が示す通り，L2 字幕は語彙習得において L1 字幕や字幕なし条件と比較し，一貫して有効

であることが確認されている。この効果は，映像の種類や長さ，学習期間の違いにかかわらず広く

認められており（Kord et al., 2022），学習者自身の主観的評価からも支持されている（Bostanci, 
2022）。 
一方，L2 字幕の効果は語彙の頻度（Aziz et al., 2024）や学習者の習熟度（Kurokawa et al., 

2024）といった条件に影響を受ける。中頻度語 4）や出現回数の少ない語彙では効果が顕著である

一方，高頻度語では L1 字幕との有意差が見られない。また，中級学習者を対象とした場合，特に

語彙の形態認識において高い効果が確認されている。 
以上より，L2 字幕は単なる「冗長な情報」ではなく，音声認識を補完し，認知処理を促進するこ

とが示されている。ただし，研究の多くは英語学習者を対象としており，他言語への適用可能性に

ついては今後の検証が必要である。 
 

2.2.3 バイリンガル字幕 
バイリンガル字幕に関する研究は近年，中国の英語学習者を対象としたものが著しく増加してい
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る。この背景には，中国におけるアマチュア翻訳者（ファンサブ）の活動（Zhu, 2023）や字幕付与

の規定（中国国家电影局,2006）など社会的要因に加え，学習者自身が理解支援ツールとしてバ

イリンガル字幕を好む傾向が影響している（Chen, 2024）。このような実用性の高さにもかかわらず，

その語彙習得効果に関する実証研究は限られている。以上を踏まえ，バイリンガル字幕が語彙習

得に及ぼす効果を検証した研究を以下の表 4 に示す。 
 

表 4  バイリンガル字幕による語彙習得効果の比較 
論文 参加者 実験内容 主な結果 

Wang and 
Pellicer-Sánchez
（2022） 

中国人中上級英語学習者 112
名 

英中バイリンガル vs L1字幕
vs L2字幕 vs字幕なし 

意味選択: 〇 
意味記述: 〇 
形態認識：× 

Wang（2019） 中国人英語専攻学習者 80 名
（大学 1年・3年・大学院 1年） 

英中バイリンガル vs L1字幕
vs L2字幕 vs字幕なし 

大学 1年：△ 
大学 3年：× 
大学院 1年：△ 

Chen（2025） 中国人英語学習者（中学生 79
名，高校生 47名）  

英中バイリンガル vs L1字幕
vs L2字幕 vs字幕なし 

即時テスト： 
中学生：〇 
高校生：〇 
遅延テスト： 
中学生：〇 
高校生：〇 

Dizon and 
Thanyawatpokin 
（2021） 

日本人初級英語学習者 96名 英日バイリンガル vs L1字幕
vs L2字幕 

〇 
 

Hao et al.（2022） 中国人英語学習者（中級 147
名，上級 125名） 

英中バイリンガル vs L1字幕
vs L2字幕 vs字幕なし 

中級者：△ 
上級者：〇 

 
表4が示す通り，バイリンガル字幕はほぼ全ての習熟度の学習者において語彙習得に有効であ

ることが実証されている。一部の研究で L1 / L2 字幕との有意差が認められなかったのは，映像の

難易度やテストの天井効果，既習語彙の影響によるものである（Wang, 2019; Hao et al., 2022）。 
全体的に，バイリンガル字幕は語彙の意味習得を促進し（Wang & Pellicer‐Sánchez, 2022），

習得効果の持続性も確認されている（Chen, 2025）。これは L1 字幕による意味理解の補助がもた

らす効果である。一方，学習者の注意が第一言語に分散されるため，形態習得においては L2 字

幕に劣る傾向がある（Lwo & Lin, 2012）。 
したがって，バイリンガル字幕は語彙の意味習得には効果的であるが，形態習得については常

に有効であるとは言い切れない。 
 

2.2.4 キーワード字幕 
キーワード字幕は，映像理解に重要な語彙のみを抽出して提示する字幕であり（Montero 

Perez et al., 2018），完全な L1/L2 字幕とは区別される。多くの研究では L2 を基にしたキーワー

ド字幕が用いられているため，本節で扱う「キーワード字幕」は，特に説明がない限り L2 キーワード

字幕を指す。キーワード字幕の語彙習得効果を検証した研究を表 5 に示す。 
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表 5  キーワード字幕による語彙習得効果の比較 
論文 参加者 実験内容 主な結果 

Montero Perez et 
al.（2014） 

オランダ語を母語とす

る中上級フランス語学

習者 133名 

キーワード字幕vs L2字幕
vs（L2字幕にあるキーワー
ドに）ハイライトを入れた字

幕 vs字幕なし 
キーワード数：17.11% 

語彙認識：△ 
映像連想：△ 
意味想起：△ 
意味認識：〇（キーワード字

幕とハイライトを入れた字幕） 
Montero Perez et 
al. （2015） 

オランダ語を母語とす

る中上級フランス語学

習者 51名 

キーワード字幕vs L2字幕
キーワード数：15.4% 

語彙認識：〇 

Bensalem（2016） アラビア語を母語とする

初級英語学習者 70名 
キーワード字幕vs L2字幕
vs字幕なし 
キーワード数：31% 

語彙認識：△ 
語彙翻訳：△ 

Teng（2023） 中国語を母語とする小

学 6 年生英語学習者
101名 

キーワード字幕vs L2字幕
vs字幕なし 
キーワード数：不明 

語彙習得：△ 

Chen（2024） 中国人英語学習者332
名（小 2：147名，小 4：
97 名，中 2：38 名，高
2：50名） 

英中バイリンガルキーワー

ド字幕 5）vs L1字幕 vs L2
字幕 vs 字幕なし 
キーワード数：20.8% 

小学生：△ 
中学生：〇（英中バイリンガ

ルキーワード字幕） 
高校生：△ 

 
キーワード字幕は，情報量を減らすことで注意力の適切な分配を促すと期待されながらも

（Chen, 2024），その語彙習得効果は一貫していない。意味認識の向上（Montero Perez et al., 
2014）が確認された一方，L2 字幕と比較して有意な差が見られない場合も多い（e.g., Teng, 
2023）。また，学習者の習熟度（Chen, 2024）や注視時間と習得の関連性（Montero Perez et al., 
2015）など，効果が複数の要因に影響されることが示されている。 

したがって，キーワード字幕の効果を最大化するには，習熟度（Bensalem, 2016），第一言語と

第二言語の類似性（Winke et al., 2013），キーワード提示方法（Chen, 2024）などの条件を特定

するためのさらなる検証が不可欠である。 
 

2.3 CTML の観点からみた字幕効果の理論的解釈 
各字幕の効果の違いは，CTML の容量制限仮説と二重チャンネル処理の観点から説明できる。

まず，L1 字幕は，視覚チャンネルと聴覚チャンネルで異なる言語情報を処理するため認知負荷が

生じ，語彙の形態習得では L2 字幕に劣る傾向が見られた。しかし，初級学習者や難易度の高い

教材では，L1 字幕が意味を瞬時に伝達し，認知負荷を軽減した（Baranowska, 2020）。次に，キ

ーワード字幕は視覚の情報量を削減し，重要な語彙への注意を促進するが，習熟度の低い学習

者には情報が不十分で，かえって認知負荷を増大させる可能性がある。一方，L2 字幕は，同一言

語情報を二重チャンネルで処理するため，情報の相互補完が行われ，認知負荷を増加させずに

語彙習得を促進すると考えられる。 
L2 字幕に対し，バイリンガル字幕では，L2 音声（聴覚チャンネル），L2 字幕（視覚チャンネル），

L1 字幕（視覚チャンネル）という 3 つの言語的情報が同時に提示される。バイリンガル字幕は L1
字幕からの意味補助により意味習得を促進する一方で，視覚チャンネル内で注意力が L1 字幕に

偏りやすく，L2 の文字形態そのものへの処理が弱まる結果，形態習得においては L2 字幕のみの
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条件に劣る結果を生みやすい。 
 

3. まとめ 
本研究では，第二言語語彙習得における異なる字幕の効果について，主な先行研究を整理し，

研究結果を CTML の観点から解釈した。分析の結果，L2 字幕とバイリンガル字幕は語彙習得を

促進する傾向が一貫して確認され，L1 字幕やキーワード字幕の効果は学習者の習熟度や映像の

難易度によって異なることが明らかになった。 
今後は，学習者の習熟度や映像の特性，字幕の提示方法など，字幕効果に影響を及ぼす多様

な要因を幅広く検証していく必要がある。特に，英語以外の言語における研究が望まれる。 
 

注 
1）Cognitive theory of multimedia learning（CTML）の訳語である「マルチメディア・ラーニン

グにおける情報処理モデル」は，長濱（2018）を参考にした。 
2）Mayer（2021）は，視覚的テキスト情報をテキストや字幕などの文字情報と定義し，聴覚的テキ

スト情報を音声，ナレーションなどの音声情報を指すと定義している。 
3）〇△×は字幕の効果について示す。〇：対照群あるいは他の字幕条件と比較して有意な効果

を認めた。△：他の（一部または全ての）字幕条件と比べて，統計的有意差がなかった。×：他の字

幕条件と比較して有意に効果が低かった。 
4）Schmitt and Schmitt（2020）によれば，語彙レベルは 3 つに分類される。最初の 3000 は高頻

度語彙，3001 から 9000 は中頻度語彙，9000 以上は低頻度語彙である。 
5）英中バイリンガルキーワード字幕の提示方法は，左側に英語のキーワード字幕，右側に中国語

のキーワード字幕を配置する形式である。 
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